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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向と、
　前記前後方向と直交する幅方向と、
　吸収材料を含み、前記前後方向に延びる一対の第１折り目及び一対の第２折り目を有す
る吸収体と、
　前記吸収体の肌対向面側に配置される肌面シートと、を備える吸収性物品であって、
　前記吸収体は、
　前記一対の第１折り目の間に位置し、前記吸収体の幅方向の中央を含む第１領域と、
　前記第１折り目より幅方向内側に位置する前記第２折り目と前記第１折り目との間に位
置し、前記第１領域の肌対向面側にそれぞれ配置される一対の第２領域と、
　前記第２折り目よりも幅方向の外側に位置し、前記第２領域の肌対向面側にそれぞれ配
置される一対の第３領域と、を有し、
　前記一対の第２折り目は、前記幅方向において離間しており、
　前記第２領域の吸収材料の目付は、前記第１領域の吸収材料の目付よりも低く、前記第
３領域の吸収材料の目付よりも低い、吸収性物品。
【請求項２】
　前記肌面シートは、前記一対の第２折り目間に位置する第１領域の肌対向面側と、前記
第３領域の肌対向面側と、に跨って配置される、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
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　前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層された重畳部において、前記肌面
シートは、前記第１領域と前記第２領域の間、及び前記第２領域と前記第３領域の間に配
置されない、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層された重畳部において、前記第２
領域の肌対向面と前記第３領域の非肌対向面とは、接合されていない、請求項１から請求
項３のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層された重畳部において、前記第１
領域の肌対向面と第２領域の非肌対向面とを接合する接合部を有し、
　前記接合部は、前記前後方向において非連続に配置される、請求項１から請求項４のい
ずれかに記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記第３領域は、前記第１折り目よりも幅方向外側に延びており、
　前記第１領域の非肌対向面と前記第３領域の非肌対向面は、非肌面シートに接合されて
おり、
　前記第１領域の非肌対向面と前記非肌面シートの接合部と、前記第３領域の非肌対向面
と前記非肌面シートの接合部と、は、前記幅方向において離間している、請求項１から請
求項５のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記吸収体は、吸収材料としてのパルプを有し、
　前記第１領域のパルプの目付及び前記第３領域のパルプの目付は、前記第２領域のパル
プの目付よりも高い、請求項１から請求項６のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記肌面シートは、低目付部と、前記低目付部よりも目付が高い高目付部と、を有し、
　前記低目付部と前記高目付部は、前記前後方向に沿ってそれぞれ延び、前記幅方向に交
互に配置されている、請求項１から請求項７のいずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前後方向に延びる折り目によって折り畳まれた吸収体を有する吸収性物品に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　前後方向に延びる折り目によって折り畳まれた吸収体を有する使い捨ておむつが提供さ
れている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１の吸収体は、ＳＡＰ等の吸収材料を含
むシート状の吸収体である。吸収体の外側縁は、前後方向に延びる第１折り返し線に沿っ
て幅方向内側に折り返され、当該折り返された領域は、第２折り返し線に沿って幅方向外
側に折り返されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００２－３４５８７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の吸収体は、第１折り返し線と第２折り返し線の間において３層重なってい
る。吸収体が３層重なっている領域は、比較的厚くなり、非肌対向面側に位置する層に体
液が迅速に到達しないことがあった。また、３層全てに同様に吸収材料が配置されている
ため、肌対向面側に排出された体液が肌対向面側に位置する層や厚み方向中央に位置する
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層に留まり、体液が非肌対向面側に位置する層に到達し難くなることがあった。非肌対向
面側に位置する層に体液が到達し難くなることにより、吸収体の吸収性能を有効活用でき
ないことがあった。
【０００５】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、前後方向に延びる折り目によって
折り畳まれた吸収体を有する吸収性物品において、吸収体の吸収性能を有効活用すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示に係る吸収性物品（使い捨ておむつ１０）は、前後方向（前後方向Ｌ）と、前記
前後方向と直交する幅方向（幅方向Ｗ）と、吸収材料を含み、前記前後方向に延びる一対
の第１折り目（第１折り目ＦＬ１）及び一対の第２折り目（第２折り目ＦＬ２）を有する
吸収体（吸収体４０）と、前記吸収体の肌対向面側に配置される肌面シート（トップシー
ト５０）と、を備える吸収性物品であって、前記吸収体は、前記一対の第１折り目の間に
位置し、前記吸収体の幅方向の中央を含む第１領域（第１領域４０１）と、前記第１折り
目より幅方向内側に位置する前記第２折り目と前記第１折り目との間に位置し、前記第１
領域の肌対向面側にそれぞれ配置される一対の第２領域（第２領域４０２）と、前記第２
折り目よりも幅方向の外側に位置し、前記第２領域の肌対向面側にそれぞれ配置される一
対の第３領域（第３領域４０３）と、を有し、前記一対の第２折り目は、前記幅方向にお
いて離間しており、前記第２領域の吸収材料の目付は、前記第１領域の吸収材料の目付よ
りも低く、前記第３領域の吸収材料の目付よりも低いことを要旨とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示によれば、前後方向に延びる折り目によって折り畳まれた吸収体を有する吸収性
物品において、吸収体の吸収性能を有効活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態における使い捨ておむつの平面図である。
【図２】図１に示したＡ－Ａ線に沿った使い捨ておむつの断面図である。
【図３】吸収体の展開平面図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ線に沿った吸収体の断面図である。
【図５】トップシートと吸収体の幅方向に沿った断面を模式的に示した断面図である。
【図６】変形例１に係る吸収性物品の断面図である。
【図７】変形例２に係る吸収性物品の吸収体の平面図である。
【図８】変形例３に係る吸収性物品の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
【００１０】
　前後方向と、
　前記前後方向と直交する幅方向と、
　吸収材料を含み、前記前後方向に延びる一対の第１折り目及び一対の第２折り目を有す
る吸収体と、
　前記吸収体の肌対向面側に配置される肌面シートと、を備える吸収性物品であって、
　前記吸収体は、
　前記一対の第１折り目の間に位置し、前記吸収体の幅方向の中央を含む第１領域と、
　前記第１折り目より幅方向内側に位置する前記第２折り目と前記第１折り目との間に位
置し、前記第１領域の肌対向面側にそれぞれ配置される一対の第２領域と、
　前記第２折り目よりも幅方向の外側に位置し、前記第２領域の肌対向面側にそれぞれ配
置される一対の第３領域と、を有し、
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　前記一対の第２折り目は、前記幅方向において離間しており、
　前記第２領域の吸収材料の目付は、前記第１領域の吸収材料の目付よりも低く、前記第
３領域の吸収材料の目付よりも低い、吸収性物品。
【００１１】
　このような吸収性物品によれば、吸収体の一対の第２折り目間には、第１領域のみが配
置され、一対の第２折り目よりも幅方向外側には、第１領域、第２領域及び第３領域が配
置される。そのため、吸収体の一対の第２折り目間は、吸収体の厚みが比較的薄く、一対
の第２折り目よりも幅方向外側の領域と比較して非肌面側に凹む。吸収体の幅方向中央が
非肌面側に凹んでいるため、着用者と吸収体の間に前後方向に延びる空間を形成できる。
当該空間によって体液を前後方向に拡散することができ、吸収体の前後方向の全域にわた
って吸収性能を有効活用し易くなる。
【００１２】
　かかる吸収性物品であって、
　前記肌面シートは、前記一対の第２折り目間に位置する第１領域の肌対向面側と、前記
第３領域の肌対向面側と、に跨って配置されてもよい。
【００１３】
　このような吸収性物品によれば、肌面シートが第１領域と第３領域に跨って配置されて
いるため、重畳部に幅方向内側に向かう力がかかった際に重畳部が幅方向内側に移動し難
くなり、吸収体の変形を効果的に抑制できる。
【００１４】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層された重畳部において、前記肌面
シートは、前記第１領域と前記第２領域の間、及び前記第２領域と前記第３領域の間に配
置されなくてもよい。
【００１５】
　このような吸収性物品によれば、重畳部では、第１領域と第２領域の間、及び第２領域
と第３領域の間に肌面シートが配置されず、吸収体同士が重なる。例えば、第１領域と第
２領域の間、及び第２領域と第３領域の間に肌面シートが配置される構成にあっては、比
較的目付の高い吸収体の間に比較的目付の低い肌面シートが配置され、肌対向面側から非
肌対向面側に体液を引き込み難くなることがある。しかし、重畳部において吸収体同士が
重なるため、比較的目付が高くなり、また粗密構造が維持されるため、肌対向面側の体液
を円滑に引き込むことが可能となる。
【００１６】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層された重畳部において、前記第２
領域の肌対向面と前記第３領域の非肌対向面とは、接合されていないことが望ましい。
【００１７】
　このような吸収性物品によれば、第２領域と第３領域が接合されている構成と比較して
重畳部の厚みが厚くなり易い。そのため、一対の第２折り目間の凹みを深く形成できる。
また、吸収体の第３領域に幅方向内側に向かう力がかかった際に、第３領域が変形して力
を吸収し、第２領域や第１領域に力が伝播することを抑制できる。吸収体全域が変形する
ことを抑制し、吸収体の変形による漏れを抑制できる。
【００１８】
　かかる吸収性物品であって、前記第１領域、前記第２領域及び前記第３領域が積層され
た重畳部において、前記第１領域の肌対向面と第２領域の非肌対向面とを接合する接合部
を有し、
　前記接合部は、前記前後方向において非連続に配置されてよい。
【００１９】
　このような吸収性物品によれば、第１領域と第２領域とが接合されていない領域では、
第２領域が立ちあがることにより、吸収体の幅方向中央に非肌面側に凹む空間を広く設け
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、排泄物を吸収体全体に拡散させて、排泄物を吸収することができる。よって排泄物の漏
れを抑制できる。
【００２０】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第３領域は、前記第１折り目よりも幅方向外側に延びており、
　前記第１領域の非肌対向面と前記第３領域の非肌対向面は、非肌面シートに接合されて
おり、
　前記第１領域の非肌対向面と前記第３領域の非肌対向面は、前記幅方向において離間し
ていることが望ましい。
【００２１】
　このような吸収性物品によれば、第１領域の非肌対向面、第３領域の非肌対向面、及び
非肌対向シートによって囲まれる空間が、第１領域と第３領域との間に形成される。空間
によって、吸収体によって吸収しきれなかった体液を保持できる。また、当該空間によっ
て体液を前後方向に拡散し、吸収体全域を有効活用して、効率よく体液を吸収できる。
【００２２】
　かかる吸収性物品であって、
　前記吸収体は、吸収材料としてのパルプを有し、
　前記第１領域のパルプの目付及び前記第３領域のパルプの目付は、前記第２領域のパル
プの目付よりも高いことが望ましい。
【００２３】
　このような吸収性物品によれば、第２領域のパルプの目付が第１領域及び第３領域と比
較して低いため、重畳部の厚みが厚くなり過ぎることを抑制でき、非肌対向面側に位置す
る第１領域に体液を導き易くなる。また、第２領域のパルプの目付よりも第１領域のパル
プの目付が高いため、第２領域から第１領域に体液が移行し易くなり、非肌対向面側に位
置する第１領域に体液を導き易くなる。
【００２４】
　かかる吸収性物品であって、
　前記吸収体は、吸収材料としてのパルプ及び吸収性ポリマーを有し、
　前記第２領域の吸収性ポリマーの目付は、前記第２領域のパルプの目付よりも高いこと
が望ましい。
【００２５】
　このような吸収性物品によれば、重畳部の吸収性能を効率よく高めることができる。吸
収体の変形に比較的寄与する第１領域及び第３領域においては、吸収性ポリマー（以下、
ＳＡＰとする）の比率を高くし過ぎると、吸収体の変形が誘発されるため、ＳＡＰと共に
パルプの目付を高めることが好ましい。ＳＡＰと共にパルプの目付を高めると、重畳部の
剛性が全体的に高まり、装着時の違和感が生じ易くなる。一方、第２領域においては、吸
収体の変形を誘発することなくＳＡＰの比率を高めることができ、重畳部の吸収性能を効
率よく高めることができる。
【００２６】
　かかる吸収性物品であって、
　前記肌面シートは、低目付部と、前記低目付部よりも目付が高い高目付部と、を有し、
　前記低目付部と前記高目付部は、前記前後方向に沿ってそれぞれ延び、前記幅方向に交
互に配置されていることが望ましい。
【００２７】
　このような吸収性物品によれば、肌面シートの低目付部及び高目付部が前後方向に延び
るため、前後方向に空気や体液を拡散し易い。体液を前後方向に拡散することにより、吸
収体全域をより効率的に活用することができる。また、空気を前後方向に拡散することに
より、通気性を向上させ、蒸れを効果的に抑制できる。
【００２８】
＝＝＝本実施の形態に係る吸収性物品について＝＝＝
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　次に、本発明に係る吸収性物品としての使い捨ておむつの実施形態について、図面を参
照しながら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一または類似の部分には、同
一または類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率な
どは現実のものとは異なることに留意すべきである。したがって、具体的な寸法などは以
下の説明を参酌して判断すべきである。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や
比率が異なる部分が含まれ得る。
【００２９】
　（１）使い捨ておむつの全体概略構成
　図１は、本実施形態に係る使い捨ておむつ１０の展開平面図である。図２は、図１に示
したＡ－Ａ線に沿った使い捨ておむつ１０の断面図である。図３は、吸収体の展開平面図
である。図４は、図３のＢ－Ｂ線に沿った吸収体の断面図である。図１に示す展開平面図
は、使い捨ておむつを構成する肌面シートとしてのトップシート５０及びサイドシート７
０等の皺が形成されない状態まで、レッグ伸縮部７５及び漏防カフの弾性部材７７を伸長
させた状態の図である。
【００３０】
　使い捨ておむつ１０は、前胴回り域２０と、股下域２５と、後胴回り域３０と、を有す
る。前胴回り域２０は、着用者の前胴回り部（腹部分）と接する部分である。また、後胴
回り域３０は、着用者の後胴回り部（背部分）と接する部分である。股下域２５は、前胴
回り域２０と後胴回り域３０との間に位置し、脚回り開口部３５が設けられる領域である
。脚回り開口部３５は、使い捨ておむつの外側縁に設けられており、使い捨ておむつが着
用者に着用された状態で着用者の脚回りに沿って配置される部分である。なお、外側縁は
、幅方向の外側端であり、内側縁は、幅方向の内側端である。
【００３１】
　なお、本実施形態では、前胴回り域２０から後胴回り域３０に向かう方向を前後方向Ｌ
と呼び、前後方向Ｌと直交する方向を幅方向Ｗと呼ぶ。使い捨ておむつ１０は、吸収体４
０と、吸収体４０の肌対向面側Ｔ１に配置される肌面シートと、吸収体４０の非肌対向面
側Ｔ２に配置される非肌面シートと、を少なくとも備える。
【００３２】
　吸収体４０は、少なくとも股下域２５に配置される。図４に示すように、吸収体４０は
、吸収コア４０ａと、コアラップ４０ｂと、を有する。吸収コア４０ａは、従来の使い捨
ておむつと同様の材料によって構成でき、粉砕パルプや高吸収ポリマー（ＳＡＰ）など、
公知の部材や材料を用いて適宜構成することができる。
【００３３】
　コアラップ４０ｂは、吸収コア４０ａを被覆するシートである。コアラップ４０ｂは、
透液性を有する各種の繊維不織布もしくはティッシュによって構成される。吸収体４０に
ついては、後述にて詳細に説明する。
【００３４】
　肌面シートは、トップシート５０と、サイドシート７０と、を有する。トップシート５
０は、不織布や織物などの液透過性のシートによって形成される。トップシート５０は、
着用者の肌に当接するシートである。トップシートについては後述にて詳細に説明する。
【００３５】
　サイドシート７０は、トップシート５０の外側縁を覆い、トップシート５０よりも幅方
向外側に延出する。サイドシート７０の内側縁は、幅方向外側に折り返されており、２層
のサイドシート７０間に前後方向に伸縮する弾性部材７７が配置される。サイドシート７
０と弾性部材７７とは、漏防カフを構成する。
【００３６】
　非肌面シートは、少なくともバックシート６０ａと外装シート６０を有する。バックシ
ート６０ａは、液不透過性を有し、吸収コア４０ａ及びコアラップ４０ｂの非肌対向面側
に配置される。外装シート６０は、バックシート６０ａの非肌対向面側に配置される。
【００３７】



(7) JP 6621717 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

　サイドシート７０には、ファスニングテープ９０が備えられる。ファスニングテープ９
０は、後胴回り域３０において、幅方向Ｗに沿って延び、前胴回り域２０のターゲット部
９５に止着されることにより、使い捨ておむつ１０を着用者の身体に保持する。ターゲッ
ト部９５は、一対のファスニングテープ９０がそれぞれ止着するように構成されている。
吸収体４０の幅方向の外側には、脚回り開口部３５の周囲に形成され、前後方向Ｌに伸縮
可能なレッグ伸縮部７５が備えられる。
【００３８】
（２）吸収体の構成
　次いで、吸収体４０の構成について詳細に説明する。吸収体４０は、図３及び図４に示
すように、展開状態において１枚のシート状である。吸収体４０は、前後方向に延びる一
対の第１折り目ＦＬ１と、前後方向に延びる一対の第２折り目ＦＬ２と、を有する。吸収
体４０は、一対の第１折り目ＦＬ１と一対の第２折り目ＦＬ２とによって４か所で折られ
ており、複数層に積層されている。一対の第１折り目同士、一対の第２折り目同士、及び
第１折り目ＦＬ１と第２折り目ＦＬ２は、それぞれ幅方向において離間している。
【００３９】
　吸収体４０は、第１領域４０１と、一対の第２領域４０２と、一対の第３領域４０３と
、を有する。図３において、第１領域４０１と、一対の第２領域４０２と、一対の第３領
域４０３と、に異なる斜線を付している。図３及び図４に示す展開状態において、第１領
域４０１は、吸収体４０の幅方向Ｗの中央に位置し、一対の第１折り目ＦＬ１の間の領域
である。第２領域４０２は、展開状態において第１領域４０１を挟んで両側に位置し、第
１折り目ＦＬ１と第２折り目ＦＬ２の間の領域である。第３領域４０３は、展開状態にお
いて第２領域４０２を挟んで両側に位置し、第２折り目ＦＬ２よりも幅方向外側の間の領
域である。第１領域４０１、第２領域４０２、及び第３領域４０３は、幅方向Ｗにおいて
連続している。第１領域４０１、第２領域４０２、第３領域４０３は、連続する１枚のコ
アラップ４０ｂによって覆われている。
【００４０】
　吸収体４０は、第１折り目ＦＬ１によって谷折りされ、かつ第２折り目ＦＬ２によって
山折りされる。図１及び図２に示すように、吸収体４０が折り畳まれた折り畳み状態で、
第１領域４０１の肌対向面側に第２領域４０２が配置され、第２領域４０２の肌対向面側
に第３領域４０３が配置されている。第３領域は、少なくとも一部が、第２領域の肌対向
面側に配置されていればよく、第２肌対向面側に配置されない部分を有するように構成さ
れたものも含む概念である。吸収体は、第１折り目ＦＬ１及び第２折り目ＦＬ２によって
折り畳まれるため、幅方向の寸法がコンパクトになる。
【００４１】
　折り畳み状態で一対の第２折り目ＦＬ２は、幅方向Ｗにおいて離間している。第３領域
４０３の外側縁は、第１折り目ＦＬ１よりも幅方向Ｗの外側に延出している。第１折り目
ＦＬ１よりも幅方向外側には、第３領域４０３のみが配置される。折り畳み状態の吸収体
４０の外側縁４０Ｅは、着用者の脚回りに配置される。折り畳み状態の吸収体４０の外側
縁４０Ｅには、第３領域４０３のみが配置され、比較的厚みが薄い。よって、着用者の脚
回りにおける違和感を低減できる。
【００４２】
　第１折り目ＦＬ１と第２折り目ＦＬ２の間は、第１領域４０１、第２領域４０２、及び
第３領域４０３が配置される重畳部４５を構成する。重畳部４５は、第１領域４０１、第
２領域４０２及び第３領域４０３が積層された部分であり、第１折り目ＦＬ１と第２折り
目ＦＬ２の間の部分である。一対の第２折り目ＦＬ２の間には、第１領域４０１のみが配
置される。一対の第２折り目ＦＬ２の間は、吸収体４０の厚みが比較的薄く、一対の第２
折り目ＦＬ２よりも幅方向の外側の領域と比較して非肌対向面側に凹んでいる。
【００４３】
　第１領域４０１の非肌対向面と第３領域４０３の非肌対向面は、非肌面シートであるバ
ックシート６０ａに接合されている。図２に示すように、第１領域４０１の非肌対向面と
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バックシート６０ａの接合部と、第３領域４０３の非肌対向面とバックシート６０ａの接
合部と、は、幅方向Ｗにおいて離間してよい。第１領域４０１、第３領域４０３、及びバ
ックシート６０ａによって囲まれる空間Ｓ１が、第１領域４０１と第３領域４０３との間
に形成される。また、重畳部４５において、第２領域４０２の肌対向面と第３領域４０３
の非肌対向面とは、前後方向に沿って連続的に接合されている。第１領域、第３領域、及
び非肌対向シートによって囲まれる空間が、第１領域と第３領域との間に形成される。空
間によって、吸収体によって吸収しきれなかった体液を保持できる。また、当該空間によ
って体液を前後方向に拡散し、吸収体全域を有効活用して、効率よく体液を吸収できる。
【００４４】
　重畳部４５の目付は、第１領域４０１のみが配置される領域（吸収体の幅方向中央）と
比較して目付が高い。吸収材料の目付が高い重畳部４５で体液を拡散しつつ、迅速に体液
を引き込むことができる。吸収材料の目付が均一である吸収体と比較して、吸収速度を高
めることができる。
【００４５】
　吸収体４０の幅方向の中央が非肌対向面側に凹んでおり、着用者と吸収体４０の間に前
後方向に延びる空間Ｓ２が形成される。当該空間Ｓ２によって体液を前後方向に拡散する
ことができる。吸収体全域を有効活用して、効率よく体液を吸収できる。また、重畳部４
５は、空間Ｓ２に接しており、空間Ｓ２によって拡散される体液と、肌対向面側から導か
れた（排泄口から排出された）体液と、の両方を迅速に吸収できる。空間Ｓ２の幅方向外
側には、第２折り目ＦＬ２から肌対向面側に延びる壁が形成される。当該壁は、第２領域
４０２の内側縁及び第３領域４０３の内側縁によって形成される。一対の第２折り目ＦＬ
２間に排出された体液は、第２領域４０２及び第３領域４０３による壁に吸収され、幅方
向の外側に伝い流れ難くなる。よって、体液の横漏れを抑制できる。また、空間Ｓ２によ
って便を収容することができ、便漏れを抑制できる。加えて、空間Ｓ２によって空気が前
後方向に沿って流れ易く、着用者と使い捨ておむつとの間の湿気を排出し、蒸れを抑制で
きる。
【００４６】
　また、吸収体４０の幅方向中央が非肌対向面側に凹んでいるため、体液を吸収した吸収
体４０が常に肌に密着することを抑制でき、肌のかぶれを防止でき、装着感を向上できる
。また、吸収体４０の幅方向中央が身体に密着しないため、体液のリウェットを防止でき
る。
【００４７】
　吸収体４０は、着用時に着用者の脚によって挟まれ、幅方向内側に向かう力がかかる。
特に、重畳部４５に、幅方向内側に向かう力がかかる。このとき、左右の重畳部４５間の
空間Ｓ２によって重畳部４５の移動を吸収できる。また、吸収体４０に幅方向内側に向か
う力がかかった際に、吸収体４０の外側縁４０Ｅと第２折り目ＦＬ２との間には、幅方向
内側に向かう力がかかり、第２折り目ＦＬ２と第１折り目ＦＬ１の間には、幅方向内側に
向かう力に対向する力（幅方向外側に向かう力）がかかる。吸収体４０は、第１折り目Ｆ
Ｌ１及び第２折り目ＦＬ２によって折り畳まれているため、相反する力が作用し、変形し
難くなる。重畳部４５によって力を分散でき、吸収体４０の中央（重畳部４５間）がよれ
難くなる。吸収体４０の中央に形成される凹みを維持し、体液の引き込み性及び拡散性を
向上でき、吸収体４０の吸収性能を有効活用することができる。
【００４８】
　第２領域４０２の吸収材料の目付は、第１領域４０１の吸収材料の目付よりも低く、第
３領域４０３の吸収材料の目付よりも低い。具体的には、第１領域４０１は、パルプとＳ
ＡＰを有し、第２領域４０２は、ＳＡＰのみを有する。よって、第１領域４０１のパルプ
の目付及び第３領域４０３のパルプの目付は、第２領域４０２のパルプの目付よりも高い
。なお、第２領域４０２は、設計上のパルプの目付が０であるが、製造過程で混入したパ
ルプが配置されていてもよい。また、第２領域４０２は、第１領域４０１等よりも低い目
付のパルプを含んでいてもよいし、パルプ及びＳＡＰの両方を含まずにコアラップのみで
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構成されていてもよく、比較的目付が低く構成されていることにより、第２領域を介して
第１領域に体液を円滑に導くことができる。
【００４９】
　第２領域４０２のパルプの目付が第１領域４０１及び第３領域４０３と比較して低いた
め、重畳部４５の厚みが厚くなり過ぎることを抑制でき、非肌対向面側に位置する第１領
域４０１に体液を導き易くなる。また、第２領域４０２のパルプの目付よりも第１領域４
０１のパルプの目付が高いため、第２領域４０２から第１領域４０１に体液が移行し易く
なり、非肌対向面側に位置する第１領域４０１に体液を導き易くなる。第１折り目ＦＬ１
及び第２折り目ＦＬ２には、パルプの目付の違いによる剛性差が形成される。よって、第
１折り目ＦＬ１及び第２折り目ＦＬ２によって吸収体４０をより折り畳み易くなる。
【００５０】
　また、第２領域４０２のＳＡＰの目付は、第２領域４０２のパルプの目付よりも高くて
よい。重畳部４５の吸収性能を高めるために、第２領域４０２のパルプの目付を高くし過
ぎると、重畳部４５の剛性が高くなり過ぎて着用時の違和感が高くなったり、第１領域４
０１に体液を導きにくくなったりするおそれがある。しかし、第２領域４０２のＳＡＰの
目付を比較的高くすることにより、重畳部４５の吸収性能を高めつつ、着用時の違和感を
抑制するとともに第１領域４０１に体液を円滑に導くことができる。また、第２領域４０
２は、第１領域４０１と第３領域４０３に挟まれているため、第２領域４０２のパルプの
目付及び剛性が低く構成されていても、第２領域４０２の変形を抑制することができる。
また、重畳部４５の吸収容量を高くすることにより、着用者と吸収体４０の間に前後方向
に延びる空間Ｓ２によって前後方向に拡散された体液を素早く重畳部４５内に閉じ込める
ことができる。
【００５１】
　第２領域４０２の厚みは、第１領域４０１の厚みよりも薄く、第３領域４０３の厚みよ
りも薄い。第１折り目ＦＬ１及び第２折り目ＦＬ２は、吸収体４０の厚み及び目付が変化
する境界であり、剛性が変化する境界となる。よって、第１折り目ＦＬ１及び第２折り目
ＦＬ２を基点に吸収体４０を折り畳み易い。
【００５２】
　第１領域４０１の吸収材料の目付、第２領域４０２の吸収材料の目付及び第３領域４０
３の吸収材料の目付が同じ構成にあっては、重畳部４５の厚みが厚くなり過ぎ、肌対向面
側に排出された体液が第１領域４０１に到達し難いことがある。第１領域４０１を活用す
ることができず、吸収体４０の吸収性能を有効活用できないことがある。しかし、本実施
形態に係る使い捨ておむつは、第２領域４０２の吸収材料の目付が比較的低いため、肌対
向面側に位置する第３領域４０３に引き込まれた体液が第２領域４０２や第１領域４０１
に到達し易くなる。そのため、吸収体４０の幅方向の全域にわたって吸収性能を有効活用
することができる。
【００５３】
（３）トップシートの構成
　次いで、図５に基づいてトップシート５０の構成について詳細に説明する。図５は、ト
ップシートと吸収体４０の幅方向に沿った断面を模式的に示した断面図である。トップシ
ート５０は、低目付部５１と高目付部５２を有する。低目付部５１は、トップシートを構
成する不織布の繊維の目付が高目付部５２よりも低い。低目付部５１は、トップシート５
０の繊維の平均目付よりも繊維の目付が低い部分であり、高目付部５２は、トップシート
５０の繊維の平均目付よりも繊維の目付が高い部分である。
【００５４】
　低目付部５１の厚みＴ５１は、高目付部５２の厚みＴ５２よりも薄く構成されていてよ
い。詳細には、高目付部５２は、吸収性物品の厚さ方向に突出する凸部を構成し、低目付
部５１は、厚さ方向に窪んでいる凹部を構成してよい。トップシートは、凸部からなる畝
と凹部からなる溝を有する畝溝構造である。凹部を構成する低目付部５１の密度は、凸部
を構成する高目付部５２の密度よりも高い。このような構成によれば、凸部（高目付部５
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２）と凹部（低目付部５１）に密度差が発生する。この密度差によって体液が高目付部５
２の凸部から低目付部５１の凹部へ素早く移行する。そのため、トップシートの凹部によ
って体液を引き込み易くなり、吸収性を高めることができる。
【００５５】
　また、トップシートが凹部と凸部を有し、かつ吸収体の幅方向中央が非肌面側に凹んで
いるため、着用者と吸収体の間に前後方向に延びる空間Ｓ２と、トップシートの凹凸と、
によって通気性を更に向上できる。具体的には、着用者の肌に使い捨ておむつが密着した
場合であっても、トップシートの凹凸によって体と使い捨ておむつとの間に隙間が生じ、
通気性を維持することができる。
【００５６】
　また、シート及び吸収体の目付は、例えば、以下の測定方法によって測定することがで
きる。目付を測定するシートの面積及び重量を測定し、重量と面積とに基づいて目付を算
出する。当該測定方法によってシート及び吸収体の目付を測定することができる。また、
高目付部と低目付部の目付は、シートの高目付部のみを切り出すと共に低目付部のみを切
り出し、当該切り出した部分を用いて測定できる。
【００５７】
　低目付部５１及び高目付部５２は、それぞれ前後方向Ｌに延びている。低目付部５１は
、幅方向に間隔を空けて配置され、高目付部５２は、幅方向に間隔を空けて配置されてい
る。低目付部５１と高目付部５２は、幅方向Ｗにおいて交互に配置される。なお、本実施
の形態において「前後方向に沿って延びる」とは、少なくとも前後方向に一定の範囲を有
する構成であればよく、前後方向に対して傾斜しつつ前後方向に延びる構成も含むもので
ある。
【００５８】
　肌面シートの低目付部及び高目付部が前後方向に延びるため、前後方向に空気や体液を
拡散し易い。体液を前後方向に拡散することにより、吸収体全域をより効率的に活用する
ことができる。また、空気を前後方向に拡散することにより、通気性を向上させ、蒸れを
効果的に抑制できる。
【００５９】
　トップシート５０は、一対の第２折り目ＦＬ２間に位置する第１領域４０１の肌対向面
側と、第３領域４０３の肌対向面側と、に跨って配置されている。トップシート５０が第
１領域４０１と第３領域４０３に跨って配置されているため、重畳部４５に幅方向内側に
向かう力がかかった際に重畳部４５が幅方向内側に移動し難くなり、吸収体４０の変形を
効果的に抑制できる。すなわち、第１領域４０１の肌対向面側から幅方向に延びるトップ
シートは、第１領域と第２領域の間に延出せずに、第３領域の肌対向面側に延びる。重畳
部４５において、トップシート５０は、第１領域と第２領域の間、及び第２領域と第３領
域の間に配置されていない。重畳部４５では、第１領域４０１と第２領域４０２の間、及
び第２領域４０２と第３領域４０３の間に肌面シートが配置されず、吸収体同士が重なる
。例えば、第１領域４０１と第２領域４０２の間、及び第２領域４０２と第３領域４０３
の間に肌面シートが配置される構成にあっては、比較的目付の高い吸収体４０の間に比較
的目付の低い肌面シートが配置され、肌対向面側から非肌対向面側に体液を引き込み難く
なることがある。しかし、重畳部４５において吸収体同士が重なるため、比較的目付が高
くなり、また粗密構造が維持されるため、肌対向面側の体液を円滑に引き込むことが可能
となる。
【００６０】
　（４）変形例に係る吸収性物品
　次いで、図６から図８に基づいて変形例に係る吸収性物品について説明する。なお、変
形例の説明において実施形態と同様の構成については同符号を用いて説明を省略する。図
６は、変形例１に係る吸収性物品１０Ａの幅方向に沿った断面の断面図である。変形例１
に係る吸収性物品の吸収体４０は、一対の第１折り目ＦＬ１と、一対の第２折り目ＦＬ２
と、一対の第３折り目ＦＬ３と、一対の第４折り目ＦＬ４と、によって折り畳まれる。吸
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収体４０は、第１折り目ＦＬ１によって谷折りされ、かつ第２折り目ＦＬ２によって山折
りされ、第３折り目ＦＬ３によって谷折りされ、第４折り目によって山折りされている。
折り畳み状態で、第１領域４０１の肌対向面側に第２領域４０２が配置され、第２領域４
０２の肌対向面側に第３領域４０３が配置される。更に、第３領域４０３の肌対向面側に
、第３折り目と第４折り目の間に位置する第４領域４０４が配置され、第４領域４０４の
肌対向面側に、第４折り目よりも幅方向の外側に位置する第５領域４０５が配置されてい
る。
【００６１】
　第４領域の吸収材料の目付は、第３領域４０３の吸収材料の目付よりも低く、第５領域
の吸収材料の目付よりも低い。吸収材料の目付が比較的高い３つの領域（第１領域４０１
、第３領域４０３、及び第５領域）が３層重ならないように構成されている。すなわち、
吸収材料の目付が比較的高い３つの領域は、厚み方向において２層以下となるように配置
される。
【００６２】
　吸収材料の目付が比較的高い３つの領域が３層重ならないように構成されているため、
肌対向面側に位置する第３領域４０３や第５領域に引き込まれた体液が第２領域４０２や
第１領域４０１に到達し易くなる。そのため、変形例１に係る吸収性物品によっても、吸
収体４０の幅方向の全域にわたって吸収性能を有効活用することができる。
【００６３】
　また、変形例１に係る吸収体４０は、第１折り目ＦＬ１から第４折り目によって折り畳
まれている。中央の凹みを囲むように階段状の壁が設けられている。幅方向にずれて複数
の壁が形成されていることによって、凹部内に導かれた体液を１つ目の壁（第２折り目に
よる壁）によって吸収し、１つ目の壁によって吸収できなかった体液を２つ目の壁（第４
折り目による壁）によって吸収できる。複数の段階に分けて体液を吸収でき、横漏れを効
果的に防止できる。
【００６４】
　また、変形例１の吸収体４０は、吸収体４０の幅方向中央に形成される凹部を深く形成
することができる。体液をより円滑に拡散し、吸収体４０の前後方向の全域にわたって吸
収性能を有効活用し易くなる。更に、実施形態の凹部と比較して、変形例１の凹部は、厚
みが深く、凹部の幅が広いため、便の収容空間が大きくなり、便漏れを抑制できる。また
、当該凹部によって前後方向に沿って空気をより流れ易くし、蒸れの抑制効果を高めるこ
とができる。
【００６５】
　図７は、変形例２に係る吸収性物品１０Ｂの吸収体４０の平面図である。変形例２に係
る吸収体４０の第２折り目は、後方に向かって幅方向外側に延びている。よって、変形例
２における重畳部４５間の空間Ｓ２の幅方向の長さＷＳ２は、後方に向かうにつれて長く
なる。空間Ｓ２の容積は、前方よりも後方の方が大きい。便が排出される後方の空間の容
積が大きくなり、便漏れを抑制できる。
【００６６】
　図８は、変形例３に係る吸収性物品１０Ｃの平面図である。変形例３に係る吸収性物品
は、重畳部において、第１領域４０１の肌対向面と第２領域４０２の非肌対向面が当接し
、第２領域４０２の肌対向面と第３領域４０３の非肌対向面が当接している。重畳部４５
において、第１領域４０１の肌対向面と第２領域４０２の非肌対向面とを接合する接合部
４１を有する。接合部４１は、前後方向Ｌにおいて非連続に配置される。具体的には、接
合部４１は、吸収体４０の前端縁から後方に延びる前接合部４１Ｆと、吸収体４０の後端
縁から前方に延びる後接合部４１Ｒと、を含む。前接合部４１Ｆと後接合部４１Ｒとは、
前後方向Ｌに離間している。接合部は、第１領域４０１の肌対向面に位置するコアラップ
と、第２領域４０２の非肌対向面に位置するコアラップと、を接合する。
【００６７】
　変形例３に係る吸収性物品は、第１領域４０１と第２領域４０２とが接合されてなく、
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り、第２領域４０２及び第３領域４０３による壁を設け、吸収体４０の幅方向中央に非肌
対向面側に凹む空間Ｓ２をより広く設けることができる。吸収体全域に排泄物を拡散させ
て、排泄物を吸収及び保持することができる。よって排泄物の漏れを抑制できる。
【００６８】
　重畳部４５において、第２領域４０２の肌対向面と第３領域４０３の非肌対向面とは、
接合されてなくてよい。第２領域４０２と第３領域４０３が接合されていないことにより
、第２領域４０２と第３領域４０３が接合されている構成と比較して重畳部４５の厚みが
厚くなり易い。そのため、一対の第２折り目ＦＬ２間の凹みを深く形成できる。また、吸
収体４０の第３領域４０３に幅方向内側に向かう力がかかった際に、第３領域４０３が変
形して力を吸収し、第２領域４０２や第１領域４０１に力が伝播することを抑制できる。
吸収体全域が変形することを抑制し、吸収体４０の変形による漏れを抑制できる。
【００６９】
　（５）その他の実施形態
　吸収体の外側縁は、第１折り目よりも幅方向の外側に延出せずに、第１折り目の幅方向
の位置と一致していてもよいし、第１折り目よりも幅方向の内側に位置していてもよい。
吸収体の外側縁が第１折り目よりも幅方向の内側に位置する構成において、重畳部近傍に
体液が排出されると、重畳部によって体液を吸収して重畳部が局所的に膨んだり、重畳部
によって体液を拡散したりして重畳部よりも幅方向内側に設けられる空間Ｓ２の深さが深
くなる。よって、吸収体の幅方向中央を囲む壁が高くなり、横漏れをより防止できる。
【００７０】
　上述したように、本発明の実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の一
部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。したがって
、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に係る発明特定事項によ
ってのみ定められるものである。
【符号の説明】
【００７１】
１０，１０Ａ、１０Ｂ　　：吸収性物品
２０　　　　　　：前胴回り域
２５　　　　　　：股下域
３０　　　　　　：後胴回り域
３５　　　　　　：脚回り開口部
４０　　　　　　：吸収体
４０１　　　　　：第１領域
４０２　　　　　：第２領域
４０３　　　　　：第３領域
４０ａ　　　　　：吸収コア
４０ｂ　　　　　：コアラップ
５０　　　　　　：トップシート（肌面シート）
５１　　　　　　：低目付部
５２　　　　　　：高目付部
６０　　　　　　：外装シート（非肌面シート）
６０ａ　　　　　：バックシート（非肌面シート）
Ｌ　　　　　　　：前後方向
Ｔ　　　　　　　：厚み方向
Ｗ　　　　　　　：幅方向
ＦＬ１　　　　　：第１折り目
ＦＬ２　　　　　：第２折り目
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